
過去の明治三陸地震津波、昭和三陸地震津波及びチリ地震津波の3大津波で

残された石碑は東北三県で約３００基

県名
明治
津波

（Ｍ29）

昭和
津波
（Ｓ８）

明治・昭
和津波

チリ津
波

（Ｓ３５）

その他・
不明 計

青森県 0 7 0 0 1 8

岩手県 113 83 11 8 10 225

宮城県 7 62 3 6 6 84

計 120 152 14 14 17 317

出典：津波工学研究報告第18号（2001年）他

津波石碑に関する調査（青森・岩手・宮城）
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分類項目 説 明 石碑の数 割合

教訓

予 兆
津波が襲来する前兆
現象を警告

123基 36％

避 難 避難の方法を訓示 57基 17％

居 住
居住場所に関する戒
めを訓示

31基 9％

記 録
津波被害の悲惨な様
子を記録

131基 38％

美 談
救護活動への尽力、
復興への努力を称賛

2基 1％

延べ 344基
（実数 198基）

100％

石碑の碑文が後世に伝えるもの

東北三県の津波石碑約300基のうち、碑文が刻印されている石碑は198基。

碑文には、61％は津波の予兆、避難、居住場所に関する教訓が刻印され、

38％は悲惨な被害の状況が刻印されている。

教訓
211
61％
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石 碑 名

無題

石碑の所在地

岩手県田野畑村島越

石碑の対象津波

昭和三陸津波

参照：津波ディジタルライブラリィは石碑の分布を示す。 １つの箇所に複数の石碑が建つ場合がある。

碑 文 分 類

○ヂシンガシタラ、ユダンスルナ

教訓
○ヂシンガアッタラ、タカイトコロニアヅマレ

○ツナミニオハレタラ、タカイトコロニアガレ

○オカミノサダメタシキチヨリ、ヒクイトコロニイエヲタテルナ

田野畑村

岩手県

教訓が刻印された石碑の例

石碑には、「地震があったら油断するな」、「地震があったら高い所に集ま
れ」、「津波に追われたら高い所に上がれ」、「ここより低い所に家を建て
るな」等の教訓が刻印されている。
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道路と津波浸水範囲との関係（大船渡市）

・街道と旧国道は概ね一致し、最も海岸沿い
を通過している。

・国道45号の現道は、やや内陸側に位置し、
一部今回の津波で浸水している。

・並行する街道と旧国道は、今回の津波及び
過去の三大津波（明治、昭和、チリ津波）
においても浸水している。

・三陸縦貫自動車道は最も内陸側に計画され、
今回の津波及び過去の三大津波の浸水から
免れている。
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・街道と国道45号の現道は沿岸部から、やや内
陸側に位置しているが、今回の津波で浸水
している。

・バイパス化された国道45号は、内陸側に計画
され、今回の津波及び過去の三大津波の浸
水から免れている。

道路と津波浸水範囲との関係（気仙沼市）
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